
「噛むことの大切さについて～学童期の子ども～」
山口地域事業推進委員会

〇熊野由佳子・秋月悦子・越智萌子・中川裕美・中村由佳里・野﨑あけみ

背景・目的
・口腔機能発達不全症
顎の発達不足
歯列不正
永久歯の萌出遅延

・ぽかん口による口呼吸
感染リスクや発音不明瞭

・学校給食では
うずら卵等が窒息リスク
食品として注意喚起

・誤嚥性肺炎の危険

噛むことはこれらの問題の予防・改善に寄与する重大な要素である。学童期の親子を対象に、食事時間・噛む回数、
食品選択の実態を調査し、噛む回数を増やすための調理・食習慣改善策を検討することを目的とした。

実施方法
＜アンケート＞
・よくかんでいるか
・調理について
（切り方・硬さ）

・食事時の食育

Googleフォームまたは
紙ベースでの聞き取り

＜ガムによる噛む力テスト＞

１０段階で判定

＜食品展示による聞き取り＞
料理のフードモデル おやつの実物展示

結果

１１月９日（日）徳山動物園で行われた「やまぐち健口フェスタ」で、栄養士会ブース「噛む力をきたえる食品を
見つけよう」で噛む力と食品選択に関するアンケートと食品展示による食生活の聞き取り調査を実施した。

・３５組の親子に実施。噛む
力と食品選択の相関性は認め
られなかった。噛む力判定が
５以上が３２名。その中で切
り方や食品の固さに工夫が見
られたのは、１０名で約３割
・調理方法や切り方の工夫不
足が見られた。生野菜は千切
りがほとんど。挽肉料理が好
まれる。
・親が噛むことを意識してい
なければ、食事中の声かけも
なく、あってもマナーに関す
ることが大半であった。

考察・今後の課題

調理の工夫・献立改善により、食事で噛む回数を増加させ、食事中にはマナーに偏らず噛む効果を意識した食育を
行い、子どもに食べにくく時間のかかる食事も進んで食べる意欲を持たせたい。今後は、離乳食から高齢者食まで
のライフステージ全体で、噛むことを位置づける食育を推進していくことが課題である。

＜小学校低学年への食育指導に使った資料＞
噛むことの効果 学校給食と結びつけて＜栄養士会で作成したレシピ集＞

食事中はマナー重視

野菜サラダは、せん切
りや薄切りがほとんど。
一口大やスティックに
するなどの工夫は見ら
れない
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